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運動とエネルギー 名前

問1 小球を高い位置から放してレール上を運動させる実験において、摩擦や空気の抵抗が全くない場合、どの地点においても「位置エネルギー」と
「運動エネルギー」を足し合わせた値は常に一定になります。この法則を何と呼びますか。 （2022年 長崎県公立入試 類似）

1. 慣性の法則 2. 力学的エネルギーの保存 3. 作用・反作用の法則 4. エネルギー効率の法則

問2 ある重さの物体を、垂直に1.8m持ち上げる場合と、傾斜が30度の斜面を利用して1.8mの高さまで引き上げる場合を比較したときの説明として
、最も適切なものはどれですか。ただし、摩擦や道具の重さは無視できるものとします。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 斜面を使うと、垂直に持ち上げる
よりも力も仕事の大きさも大きくな
る。

2. 斜面を使うと、垂直に持ち上げる
よりも距離が短くなり、仕事の大き
さは変わらない。

3. 斜面を使うと、垂直に持ち上げる
よりも仕事の大きさが小さくなる。

4. 斜面を使うと、垂直に持ち上げる
よりも必要な力は小さくなるが、仕
事の大きさは変わらない。

問3 作用反作用の関係にある2つの力（作用と反作用）の性質について説明した文として、適切なものはどれですか。 （2014年 岐阜県公立入試 類似）

1. 2つの力は同一直線上にあり、向
きが同じで大きさが等しい

2. 2つの力は常に異なる物体にはた
らき、それらの大きさは常に等しい

3. 2つの力は常に同一の物体にはた
らき、互いに打ち消し合う

4. 2つの力は、一方がはたらいた後
、わずかに遅れてもう一方が発生す
る

問4 ある装置を用いて、物体を一定の高さまで引き上げるために必要な仕事率を計算したところ、30Wとなることがわかりました。使用するモータ
ーのエネルギー変換効率が40%であるとき、この装置に供給しなければならない電力は何Wですか。 （2017年 静岡県公立入試 類似）

1. 75W 2. 42W 3. 120W 4. 12W

問5 横軸に物体の水平方向の移動距離、縦軸にエネルギーの大きさを表すグラフを考えます。高い点Aから最下点の点Bまで斜面を滑り降りる物体の
エネルギーの推移をこのグラフに表した場合、どのような特徴が見られますか。 （2019年 大阪府公立入試 類似）

1. 位置エネルギーと運動エネルギー
のどちらの曲線も、点Bに向かって右
肩上がりの直線になる。

2. 位置エネルギーを示す曲線は点B
で最大値になり、運動エネルギーを
示す曲線は点Bでエネルギーがゼロに
なる。

3. 位置エネルギーを示す曲線は点B
でエネルギーがゼロになり、運動エ
ネルギーを示す曲線は点Bで最大値を
とる。

4. 位置エネルギーと運動エネルギー
を合計した値を示す線は、点Bに近づ
くにつれて減少していく。

問6 物体が他の物体の面と接して運動しているとき、その接触面で運動を妨げる向きにはたらく力を何といいますか。また、その力がはたらき続け
るとき、物体の速さはどのように変化しますか。適切な組み合わせを答えなさい。 （2024年 岩手県公立入試 類似）

1. 摩擦力といい、速さは一定の割合
で減少する

2. 垂直抗力といい、速さは一定の割
合で減少する

3. 摩擦力といい、速さは変化せず一
定に保たれる

4. 重力といい、速さは急激に増加し
たあと停止する

問7 自然界に絶えず存在し、一度利用しても比較的短期間に再生が可能で、二酸化炭素の排出が少ないなど環境への負荷が低いエネルギー資源の総
称を何といいますか。また、そのエネルギーを利用した発電方法の組み合わせとして適切なものを選びなさい。 （2017年 茨城県公立入試 類似）

1. 再生可能エネルギー（火力発電や
原子力発電など）

2. 再生可能エネルギー（地熱発電や
風力発電など）

3. 化石燃料エネルギー（地熱発電や
風力発電など）

4. 化石燃料エネルギー（火力発電や
原子力発電など）

問8 一点にはたらく2つの力を、その2つの力を隣り合う辺とする平行四辺形を作って考えたとき、それら2つの力と同じはたらきをする1つの力（合
力）はどの部分で表されますか。 （2023年 群馬県公立入試 類似）

1. 平行四辺形の周の長さ 2. 平行四辺形の対角線 3. 平行四辺形の面積 4. 2つの力を表す辺の長さの合計

問9 動滑車のような道具を利用すると、物体を引き上げるのに必要な力は小さくなりますが、糸を引く距離が長くなるため、結果として物体に加え
た仕事の量は道具を使わない場合と変わりません。このような、道具を使っても使わなくても仕事の量は変わらないという決まりを何といいま
すか。 （2024年 宮崎県公立入試 類似）

1. 作用・反作用の法則 2. 仕事の原理 3. エネルギー保存の法則 4. 力のつり合い

問10 水平な机の面上に球が静止しているとき、球にはたらく重力と大きさが等しく、机の面が球を鉛直上向きに押し返す力の名称を答えなさい。
（2020年 大分県公立入試 類似）

1. 弾性力 2. 重力 3. 垂直抗力 4. 摩擦力

問11 高いところにある水がもつエネルギーを、低いところへ落とすことで別のエネルギーに変換して利用する発電方式の名称を答えなさい。 （2022年

石川県公立入試 類似）

1. 水力発電 2. 原子力発電 3. 風力発電 4. 火力発電

問12 火力発電において、水蒸気によって回転するタービンが発電機を回し、電気を発生させる仕組みについて述べたものとして、エネルギーと「仕
事」の関係から最も適切な説明を選びなさい。 （2017年 富山県公立入試 類似）

1. タービンの回転によって発生した
核エネルギーが、発電機を動かす仕
事を行うことで、電気エネルギーへ
と変化する。

2. 水蒸気によって得られたタービン
の運動エネルギーが、発電機に対し
て仕事をすることで、電気エネルギ
ーへと変換される。

3. 回転するタービンが持つエネルギ
ーは「仕事」をすることができない
ため、磁石の力によって電気エネル
ギーを生み出している。

4. 水蒸気が持つ熱エネルギーが、タ
ービンを介さずに直接発電機に対し
て仕事をすることで、電気エネルギ
ーが発生する。

問13 質量500gの台車を高さ30cmの地点まで引き上げる際、「垂直に直接持ち上げる場合」と「斜面に沿って120cm移動させる場合」を比較した記
述として、正しいものはどれですか。 （2014年 埼玉県公立入試 類似）

1. 斜面を使うと、移動距離は4倍に
なるが、引く力は4分の1で済むため
、仕事の量は変わらない

2. 斜面を使うと、物体に働く重力が
分散されるため、仕事の量と引く力
の両方が直接持ち上げる場合より小
さくなる

3. 斜面を使うと、引く力は小さくな
るが、移動距離が長くなるため、結
果として仕事の量は大きくなる

4. 斜面を使っても、持ち上げる高さ
が同じであれば、引く力の大きさと
仕事の量はどちらも変わらない


